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形県介護支援専
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会費値上げ

理事　同音千賀子

既に、会員の皆さまのお手元には

「会費値上げのお知らせ」が届いて
いることでしょう。

「なにごとか！」と思われた方も

多くいらっしゃるに違いない。会費

が今までの倍に値上げになるばかり

でなく、自動振込の手続きをお願い

する文面。さらには、みみっちいこ

とも書いてある。「振込用紙にも経費

がかかるから、使わなかった分はどうか送り返して欲し
い。」

財源不足から、当会は厳しい運営を余儀なくされてい

る。返送された用紙は、もちろん次回以降に使う予定で

ある。できる限りのム夕を省き、他の事業に振り分ける

算段である。はっきり言って、なりふり構っていられな

いのた。

財務見直しは、昨年度より始まっている。予算は徹底

したケチケチ体制である。また、全会月中4割の会費未

納者には、督促状を送付して会費納入を促している。う

っかり忘れがほとんどだが、督促や随時の会費納入確認

にかかる事務経費も無視できないため、他団体に倣って

自動振込システムを導入することにした。

当会は、平成13年3月に設立された。介護支援専門

員の資質の向上、各職種間の垣根を越えた連携、地位の

向上を目指し、県医師会と県社会福祉士会が中心になっ
て協議会設立を呼びかけ、関係13団体から推薦された

担当者が、設立の準備に取りかかったのである。

「会員は何人くらい集まるだろうか」

「会費をいくらにして、どんなことをするか」

「あんまり高いと、入会しないのではないか」

昔も今も、貧乏な会である。県内の介護支援専門別こ

協議会の発足を知らせ、入会案内を送ろうにも、印刷費

も郵送費も何もなかった。発足時の活動費用は、各団体
からの借入金で賄った。事務局は、協議会活動が軌道に

乗るまでということで県医師会のご厚志で医師会館内
に置かせてもらっていた。しかし、会員数も徐々に増え、

ご厚志に甘えられる業務量ではなくなってきた。かとい

って、専従職貝を抱えるような予算もなかったため、当

会、社会福祉士会、介護福祉士会の3団体で事務職貝一

人を雇用することになったのである。事務局維持には当

然、経費がかかる。さらに、協議会活動が活発になるに
つれ、初期の繰越金も底をついてきた。

今年度の総会では、会員の皆さまから厳しい意見が噴

出した。何故、倍になるのか。今のままの会費で運営で

きか、のは執行部のやり方がマズイのではないか。会費

未納者への会誌送付を止めるなど工夫の余地があるので
はないか。

「身の丈にあった事業をすれば」という意見は、理事

の中にもあった。しかし、予算規模に合わせて会務を縮

小するのではなく、会費の値上げにより財源を確保し、

会務を維持発展させる方向を我々は選んだ。今年度、研

修会は例年2回開催のところ、庄内地区での開催を含め、

同じ予算で3回対偶する計画を進めている。介護支援専

門員相談窓口の利用も増えてきている。介護支援専門貝
である会員のニーズに応えられるような事業を展開してい

くこと、会員の声を行政に届けるべく、関係機関に働きか

けることができるのは我々の団体をおいて他にはない。

当会は、全国介護支援専門員連絡協議会にも所属した。

会員の皆さまの声が国へも届く体制が整いつつある。発

展途上のまだまだ未熟な協議会であるが、会費値上げに
どうかご理解いただきたい。
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山形県神話支援雷門昌脇詰台緩怠

第5回　通　常　総：台

山形県介護支援専門員協議会総会

第5回　通常総会

平成17年4月17日（口）13：00－14：30

於：山形市総合福祉センター2階ホール

予定時間を大幅に超過しての慎重審議の結果、提

案議案が承認された。以下に総会概要を報告する。

二車重垂］

会員総数826名のうち、出席会員71名、委任状

出席202名、合計273名の出席確認。通常総会は適

正に成立。

副会長挨窒＿壁車中熊坂副会長）

総会へのご出席ありがとうございます。また、

協議会活動に日ごろからご協力を賜りまして重ね

て御礼申し上げます。本日の総会の具体的な内容

についてはこれから報告および審議事項の説明が

ありますので、私の方からは動向的なものを触れ

させていただきます。

大きな一つ目は介護保険制度の改正です。持続

可能な制度にするにはどうしたちょいかというこ

とと、介護度の改善につながるような援助という

のはどうしていけばよいのかということが大きな

テーマになっているところです。具体的には今度

の制度改正で介護支援専門員がひとりあたり何件

受け持つのか、報酬単価はいくらになるのかとい

うことが大きな課題で、大きな関心事と思います

が、ケアマネジャーの倫理が確立されていなけれ

ば、いくら件数が減って単価が上がっても、問題

点は変わらないと思います。これは私たちの業務

遂行の結果という面もあろうかと思います。また、

地域包括支援センターの立ち上げでは　一定の能力

を有したケアマネジャーの配寵が義務化されると

いうことになりました。この期律にも応えていか

なければなりません。それから認知症の対応です。

この件は権利擁護とも絡み、さまざまな知識が求

められています。私たちがその知識の習得にも努

力しかすればならない状況があります。

大きな三つ目は専門職団体としての動きについ

てです。今はさまざまな専門脊椎を基礎として、

その上に乗っかるような状態になっていますが、

もう専門職と言っていいのではないかという考え

方が出てきています。当協議会も、ケアマネジャ
ー兼務の固有性と活動の状況から、この方針を支

持しています。

大きな三つ目は専門職団体としての準備が必要

になってまいりまして、当協議会としても組織基

盤の確立を目指しています。その意味で、全国的

に見て当協議会の地区支部活動が積極的に展開さ

れていることと、専門職としての社会的活動の展

開、事務局体制の一層の充実のために、会謡の値

上げについて検討を重ねてきました。この点に関

しまして、後ほど碇案させていただきますので、

とうぞ慎重な審議を賜りたいと思います。

高齢者分野の切り札として介護保険制度がある

わけであり、そのキーパーソンが私たちです。社

会から今まで以上に信頼される専門家になりたい

と思います。そして、高齢者と家族が安心して暮

らせる社会つくりに貢献できるようになりたいも

のだと思います。協議会としましては、会員をま
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すます有効に支援できるようか舌勅、そして業務

の節の向上に貢献できるような活動を一層進めて

まいります。今後とも協議会の活動にご協力をよ

ろしくお願いいたします。

「議長選出

荒井幸子会員を選出

議事録著名人選句

佐藤孝男会員、青木和弘会員を選出

i議事l＊1

1、第1号譲葉

平成16年度事業報告（承認）

2、第2号議案

平成16年度収支決算報告と監査報告（承認）

質問：会詣未納の会員への働きかけは行ってい

るのか。

回答：会費未納会員には督促状を発送したり、研

修会などの機会に直接領収するなどしている。

質問：報告の中で、未納会員にも広報誌を送っ

ているという説明があったがどういうことか。

回答：会員資格は会費納入が2年間滞った時点で

退会とみなすと定められている。そのため、会

野未納でも2年間は会員とみなされる。

3、第3号議案

運営規則の一部改正について（承認＊2）

質問：職能団体としての組織強化について将来

的にどのように考えているのか。また、全国

の連絡協議会には加入したのか。

回答：組織強化については、NPO法人化の検討

もしたが、専門職団体として考えるなら社間

のような形の方が良いのかといった検副もし

ている。全国介護支援専門員連絡協議会には、

決第割こもあるように本部負担金も支出し、

加入している。

質問：会費値上げ額として6，000円になる状況は

理解できたが、現実的に6．000円になったとき

に会員が減るのではないかと懸念があるが、

更に検討が必要なのではないか。

回答：納入方法を変更して納入の利便性や確実

性を向上させる予定であり、会費未納でも2

年間は会員にみなされるという、現行におけ

る会員サービスの見直しを図っている。また、

理事会の各委員会が事業運営にあたっている

が、事業内容の規模縮小という方向よりも、

事業内容は予算に合わせて見直しながら事業

効果を図る。15年度の予算に比して、16年度

は非常に切り詰めた予算で運営した。それを

もとに17年度の事業計画を立てているので、

これがぎりぎりに削った内容である。

質問（提案）：採決を拍手では何人の賛成なの

か不明になるので、この事案以降は挙手で確

認してほしい。

4、第4号議案

平成17年度事業計画案（承認＊2）

5、第5号議案

平成17年度収支予算案（承認＊2）

質問：現在の会員が820名で、予算が500名とい

うのはどのような理由か。

回答：理事会としては会員の減少が無いように

努力する方針は持っているが、予錦上は財政的

な窮乏を描かないように、非常に厳しい会員数

を見込んだ。最初の頃に会の基盤だった入会金

が目減りしていくことを何とか防ぎ、財政強化

という形で欝積していくつもりである。

＊1、議事内容については、配布済みの総会質料を参照

のこと。当ii欠鮪全項には郵送済み。

＊2、第3課業以降、総会出席会見からの提案により、

挙手による承達
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第i回　研修会報告
「何語予防iZついて」

講師　福島県立医科大学医学部

公衆衛生学講座　教授　安村誠司先生

平成17年4月17日（日）

於　山形市総合福祉センター

今年度最初の研修会は福島から安村誠司先生を

お招きしてご講演頂きました。先生は厚生労働省

の研究班や委員会活動も多く参加しており、その

キーワードは「高齢者の骨折　転倒予肪」「骨粗怒

症予防」「老年学」「閉じこもり」「介護予防」「機

能訓練事業」など介護保険と関わりの深い内容ば

かりではなく、産業医関係、ターミナルケア関係、

禁煙関係などにも関わりがあり、著書も多数と大

活躍をなさっています。講演では「新予妨給付」

として現在（この時点で衆議院を通過）国会にて

審議中の介護保険制度改華の主要な内容と、「介護

予防」について語って頂きました。また、先生の

行った様々な調査にも触れて頂き、興味深いお話

を聞かせて頂きました。以下に簡単ながら講演の

内容をまとめてみます。

L董遼堕寧」

1，介護保険について

介護保険のこれまでの状況と介護保険制度改革

の概要を示しました。2000年（介護保険制度スタ
ート）から2003年まで、要介護・要支援と認定さ

れた方の数は年を追って増加しており、2000年に

は2，182千人だった認定者数が2003年には1．6倍の

3，484千人となっています。また2003年には要支

援・要介護1と認定された数が1，575千人と、認定

された全体の459引こもなっています。

また、介護が必要となった主な原因として「高

輪による衰弱（17％）」と「転倒・骨折（12％）」

が大きな割合を占めており、その傾向は70代・80

代と年齢が高くなるほど強くなっています。つま

り、比較的軽度の障害で介護認定を受けられてい

る方も多く、廃用性の機能の低下、生活が不活発

であるために要介護度が高くなっている場合は、

機能改善あるいは維持できる可能性が商いのです。

このような状況の中で、以下の内容の制度改革

（案）が検討されています。

①　予防重視型システムへの転換

（新予防給付の創設、地域支援事業の創設）

（多　施設給付の見直し

（居住費用・食費の見直し、低所得者等に対す

る措置）

③　新たなサービス体系の確立

（地域密着型サービス（仮称）の創設、地域包

括支援センター（仮称）の創設、医療と介護の

連携の強化）

④　サービスの質の向上

（情報開示の標準化、事業者規制の見直し、ケ

アマネジメントの見直し）

⑤　負担の在り方・制度運営の見直し

（第1号保険料の見直し、市町村の保険者機能

の強化、要介護認定の見直し、介護サービスの

適正化・効率化）

2．介護予防とは7

それでは、「介護予防」とはどういったことを言

うのでしょうか。大田仁史氏の言葉を引用します。

介護予防とは？

「要介護」予防

以前の生活（暮らし方）を継続できること

もとのライフ・スタイルを続けること

高いQOL（生活の質）を保つこと

高齢者の健康は生死や疾病の有無ではなく、生活
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機能の自立の程度で判断すべきであり、介護状態に

ならないように、介護状態からできるだけ自立した

生活へ戻れるようにすることが介護予防です。

その後、対象となる高齢者の生活機能をどのよ

うに捉え、評価したらよいかの内容に触れ、IC

Fモデルの紹介とI CFモデルに沿ったケアプラ

ンの説明がありました。

具体的な介護予防サービスは、現行のサービス

を再評価、見直し、軽度者の特性にあったより自

立度を高めるサービスへと転換するものと、新た

な介護予防サービスの開発があり、後者には「筋

力向上」「栄養改善」「口腔機能向上」などの新予

防給付に導入するサービスと、「認知症予防」「う
つ予防」「閉じこもり予防」の地域支援事業等で実

施するサービスに分かれています。そして、介護

予防・介護保険の意義について、「要介護」状態に

ならないような取り組み、「要介護」からできるだ

け生活の自立している部分を多くすることの重要

性を訴えて講演を終えました。

講演の後、「介護予防」という言葉とこれまで自

分が関わってきた介劃こついて深く考えさせられ

ました。介護保険サービス上で新予防給付の対象

となる方が認定されるがナですが介護予防の考

え方はどんな障害が重度な方であっても基本的に

は日々の介護のなかで目指すべきものではないで

しょうか。要介護4や要介護5の方であっても介

劃こ携わっている者達は少しでも機能の維持・向

上を目指した介護を心がナ、またQOLの視点は

〉　　やはり重要で、その向上のために介護サービスの

担当者は日夜努力をしている現状であるに違いあ

りません。今ここであらためて「新予防給付」と

いうシステムが検討されなければいけない現状を

作ってきてしまったことに、報告者であり日々要

介護状態の方の相手をしている私自身にとっては、

恥じ入る気持ちを湧き上がらせるものでありました。

安村先生が引用された大田仁史氏は、「終末期リ

ハピノテーション」の考えを提唱しています。そ

れは単に軽度な障害の方を対象にしたものではな

く、QOLの向上はすべての介護を必要とする

人々に共通する視点であると思われます。しかも
一人一人の高齢者への介劃ま、長年暮らしてきた

「生活」を尊重する必要があり、「個別性」がとて

も高くなっていくことと思われます。高齢者一人
一人の「個別性」にそった介護は自然に生活の質

を高めることにつながるものと思われますし、そ

の方の意欲を高め自立度の高い生活につながるも

のではないでしょうか。

などなど．．。

自分のしている介護・リハビリを新ためて振返

る良いきっかけを安村先生の講演は提供してくれ

ました。私自身はデイケアにて作業療法士として

働いており、日々リハビリと介劃こ携わっていま

す。リハビリの専門職としては、高齢者の生活機

能の向上や生活の質を高めることに務めてきたつ

もりですが、そのことの難しさを感じることしば

しばです。それは、年齢を重ねていくことによっ

ての、加齢によっての自然なことと考えることも

あれば、認知症の方の機能が向上すると、いわゆ

る行動障害などが活発になり、また振り回される

のではないかという家族や周囲の人々（サービス

を提供する側も含め）の不安が原因の場合もあり

ます。

しかしながら「介護予防」のエッセンスは、や

はり常々意識しつづけるべきものと、深く私の肝

に銘じられました。

当日は多数の参加者があり、盛況の内に終了し

ました。先生は前職として山形大学医学部公衆衛

生学講座助教授をしておられ、山形県の事情にも

詳しく、講演後のよもやま話も興味深いものがあ

りました。

研修会に参加された方お疲れ様でした。参加で

きなかった方も次回、次々回の研修会があります

ので是非ご参加下さい。（研修委貴会　佐藤知生）

第2回研修会予定

日時　平成17年9月25日（日）午後2時一4時

会場　酒田市総合文化センター

内容　「ケアマネジャー自らへのメンタルヘルスケ

アについて－こころに無理をさせていませんか～」

講師　人材（財）開発研究所　所長　木山良知氏
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ノ 理事会辞筈 

可千丁∵：・11：＼ 

第25回定例理事会議事録

と　き：平成17年4月2日（土）17時～19時

ところ：山形市総合福祉センター

出席者：副会長2名、理事16名、監事2名、

オブザーバーl名、事務局

1、開会の挨拶　　窪田理事

2、会長挨拶　　　会長欠席

3、拳闘理事より　経過報告

4、協議　　　　議長　加藤（市）理事

1）17年度総会・研修会について

・研修会　講師　福島県立医科大学

安村先生の紹介　　折居理事より
・総会当日の役割分担について佐藤（蜜）理事より

2）・平成16年度事業報告についての確認

雀田理事
・平成16年度収支決算書

・第3号議案の運営規則の一・郁改正について説明

同署理事

＊これまでは、入会金を剰余金として会の運営の

基本財産になっていたが、それらを取り崩して運

営せざるをえない状況で、これからは基金として

取り扱うのか望ましい。

会則値上によって、会員の数がどうなるか、次年

度の見通しが付かない。残金があるのに伯山げす

るが、繰越金がどんどん減っている状況で、会運

営のためには、会謡値上は避けられない。

3）その他

・他県介護支援専門員協議会の実態報告

群馬県介護支援専門員協議会について梅津理事
・全国介護支援専門員連絡協議会の状況の説明

佐藤（賞）理事
・日本介護支援専門員協会（仮称）への対応について

専門職団体としての位置付けが必要であり山形

県介護支援専門員協議会としての対応が必要

・文部へ入会者の知ちせかない場合がある

研修会案内が届かない場合があるので、支部へ

の報告をしてほしい。

5・閉会

次回理事会　　6月11日（土）17：00－

同形前縁合福祉センター

第26回定例理事会議事録

●と　き：平成17年6月11日（土）17時－19時

ところ：山形市総合福祉センター

出席者：会長、副会長1名、理事14名、監事2名、

オブザーハー1名、事務局

1、開会の挨拶　　　　笠田理事

2、会長挨拶　　　　　三須会長

3、経過報告　　　　　峯剛理事

4、協議

l）自動払い込み依頼文書発送後状況について

6／11現在32件申請　退会12名　不明12名

第1回目の引き落としは7月12日の予定

質助会員は昨年どおり郵便振替

問い合わせ：勤務施設が賛助会員になっている

が、研修会は会員料金で参加できないのか？

答え：個人参加としているので認められない

2）I CF合同研修会について

・山形県介護支援専門員協議会からの実行委員

佐藤∴置司民　雄鵬

3）第2回研修会について

月日：9月25日（日）　会場は庄内地区を予定

i勺容：「ケアマネジャー白身のメンタルヘルス

ケア」（仮題）

講師：人材（財）開発研究所　所長　木山良知氏

の予定　庄内地区の委員の協力をお願いする。

・8月25日の「やまがたウェルフェア」は共催

ではないが、推薦団体となる。

4）各外部推薦委員について
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・「介護サービス情報の公表」モデル事業

調査員　6名を推薦
・平成17年度介護支援専門員養成研修の講師

県：平成16年度婆成研修修了者　20名を依頼

理事会：承認
・山形県高齢者保健福祉推進委員会委員

阿部　三重子氏を推薦
・認知症予防プロジェクト推進委員会委員

丹野　克子氏を推薦

5）各県実態状況（広島県）について

資料あり

6）その他

・各支部活動報告（別記）

・各委員会報告（別記）

・全国介護支援専門員連絡協議会　会議

6月28日　佐藤貴司理事　出席

・ケアマネ交流掲示板について

いろいろな人が書き込みをするようになった。

パスワードを決めてはどうか。検討する。

5・閉会

＊次回理事会　8月6日（土）16時一

山形市総合福祉センタ一

三

山形地区支部

平成17年度研修会日程
・第14回研修会：平成17年6月18日

「ICFを盛り込んだケアプラン作成のポイント」

講師：坂上　洋氏

（特別養護老人ホームえんじゅ荘）

会場：山形市総合福祉センタ一
・第15回研修会：平成17年8月頃

「個人情報保護法について（仮題）」

講師：山田滋氏（あいおい損保）（予定）

会場：山形市総合福祉センター（予定）

研修会終了後、場所をかえで会員懇談会を開催

します。

・第16回研修会：平成17年10月頃

「地域包括支援センターの概要（仮題）」

講師：佐藤貴司氏

（山形市基幹型在宅介護支援センター）
・第17回研修会：平成18年2月頃

「認知症について」（予定）

置賜地区支部

置賜地区支部　平成17年度総会

平成17年5月28日（土）、13時30分より、南陽市

えくぼプラザにおいて、置賜地区支部平成17年度

総会及び平成17年度第1回研修会を開催いたしま

した。

平成17年度総会では、25名の参加者にで、平成

16年度事業計画及び平成16年度決算報告及び監査

報告、平成17年度事業計画（案）並びに予算（案）

を審議して、可決してきました。また、今年度は、

置賜地区支部の規約を上程させていただき、可決

しました。

なお、詳細につきましては、置賜地区支部のホ
ームページ（httpJn17dion・ne・JPrOki‘ama′）に掲載

しておきますので　ご覧下さい。



山形県介護支援専門員協議会会誌　平成17年6月30日　第17号

置賜地区支部　平成17年度第1回研修会

平成17年度総会終了後、14時より同会場におき

まして、「利用者との効果的なコミュニケーション

を目指して」－利用者の世界からの学びへと題し

て、義認老人ホームおいたま群の吉田輝美氏によ

る平成17年度第1回研修会を開催いたしました。

参加者は27名（内非会員2名）でした。

内容としては、3人で1グループになり、それ

ぞれケアマネジャー役、クライエント役、オブザ

ーハ一になり、電話によるインテーク面接のロー

ルプレイをして、ケアマネジャーの面接により利

用者がどのような気持ちになるがを体験しました。

醸璃閥
S■

最上地区支部

03月17日　第9回役員会

総会準備、17年度各委員会活動予定等協議

04月11日　17年度第1回役員会

総会準備、第1回研修会準備等協議

04月25日　平成17年度支部通常総会並びに第

1回研修会

研修会はF在宅医療における、医療器具を装新

している方の基本的ケアの仕方』講師は沓沢内科

医院院長の沓沢茂夫先生。

参加は予想を大きく上回る約80名。ケアマネだ

けでなく、ヘルパーや介護職員の方々の参加も多

かったようです。

『傷は水道水でどんどん洗った万が良い』が基本。

消毒薬を抗生物質の代わりに使ってはいけない

（一度おきた感染は消毒では治らない）他、経轟胃

箱、紹皮田管PEG、膀胱菌I距カテーテル、ストー

マ、気筒切開等の『ケア」と「処剛についてご講

演をいただきました。

匡亘剖
平成17年度総会及び第8回研修会

日　時　平成17年5月1411（上）14時－16時

会　場　三Iii町ふれあい飴

《総　会》　14時－14時25分

16年度事業活動及び決算報告

17年度事業活動案及び平舘案

会計監査報告…承認

《第8回研修会〉　14時30分－16時

テーマ「訪問介護事業所における

個人橘報保護法について」

講　　師　山田　滋氏（あいおい損保

クオリティライフ事業部　次長）

参加人数　53人

＜内容＞

個人情報保護法の概要を15分で説明して頂きま

した。利用日的の通知については「介護」以外に

は利用しないので改めて通知をする必要はない。

デイサービスで撮った写真の張り出しについては

写真の脇に「指示したくない人は申し出てくださ

い」と張り紙をすると良いなど具体的な話がされ

ました。FAXについても誤送信しなければ問題

がないし、業務が混乱する様な提案を現場に持っ

て行ってはいけない。なぜなら利用者さんに対す

る質の低下を招くから・・

介護保険利用者の個人情報でADLや認知症な

どの冊報が一番魂いのは従来と変わらない。誕生

日は極めて個人が特定しやすいので誕生日を張り

出している所があればやめた方がよい。訪問介護

における・・というテーマでしたが私達ケアマネ

ジャーにとっても大変勉強になった研修会でした。

次回7月23回ま居宅事業者の情報公開に関する

研修会を予定しています。また、9月に県の研修

会が庄内で開催されるという事で盛り上がってい

ます。
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村山地区支部

平成17年5月22日（日）東根市さくらんぼタン

トクルセンターに於いて、平成17年度総会及び第

1回研修会が行なわれました。

総　会

・16年度事業報告並び決算報告について

・17年度事業計画並び予弓和こついて

・監査報告

研修会

テーマ「生活の意欲を引き出す訪問介護とは」

講　師

尾花沢市社会福祉協議会　安井　美知子氏

1．訪問介護サービスとは

2．訪問介護をめぐる現状と課題

3．自立支援のための訪問介護そして生きる慧欲

を引き出す訪閲介護とは

について、ご自分の経験を例に出して分かりやす

く解説していただきました。

訪問介護を提供するにあたり、本人、家族、訪

問介護貝、ケアマネジャーの共通認識と理鵬が必

要。そのためには、本人と家族の日立に向けた細

分化したアセスメントが必要である。I那胴部二対

応しつつ、あくまでも保険であること、側夷で対

応できない部分は民間のサービスを利用するよう

最初に説明する事などです。

最後に、やる気のない人をやる気にさせるのが

プロである。という事で月刊誌から「北風と太陽」

の話を紹介してくださいました。

〃ij● �／l　　－ �－一二二二二重言090m 

葛璽；困iSI 

●研修のこと 

掘　　千　秋　氏（庄内地区支部） 
いつもケアマネジャーの質を問われながら仕事をしている中で、苛立ちを感じつつ、なにより自信 

とやりがいを持ったケアマネジャーになりたいと思っている。その為に日々の研錘が必要で、タイム 

リーな研修に飛びつきたくなるのは私かナだろうか。 

ケアマネジャーには、1年生から5年生までがいて、職種も事業所も抱えている課題も様々である。 

ケアマネジャーを支援する会は、県レベルから市町村独白の組織など様々であり、最近感じることは 

研修に参加している顔ぶれがいつも同じであることだ。このことから多様なニーズに対応した研修会 

が求められているのだとは思うが、年2－3回の地区支部の研修は、何をテーマに、どうしたらたく 

さんの会員が参加してくれるか、未だ迷走をつづけている。大きなテーマの研修を企画すると身近な 

話題からかけ離れて、焦点がぼやけてしまう。ベテランに合わせた研修だと新人には難しすぎて、新 

人に合わせるとベテランは物足りなくなる。今必要なのは、ケアマネジャーの経験時間や受け持った 

事例数などで段階を決め、その段階に応じた研修なのだと思う。これを具体的にすると県協議会が総 

論教育を受け持ち、地区支部が各論教育を受け持ち、市町村の組織は個別事例研究を受け持つなど、 

役割を整理し分担して行く方法があると思う。 
一・万で、「勉強かナでなく愚痴が言い合える場が欲しい」という率し重な声がある。「美味しい物を食 

べながらケアマネジャーにしか分からない気持ちを思いっきりしゃべって分が）合いか、」というの 

である。やれ質が悪いたの、やれアセスメント不足だのと言われる毎日だがストレス発散の場は，己 

気を牛み出す良い研l劇こなり得ると思う。 
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会　員紹

e

荒井幸子さん（村山地区）

青木　和弘

「私、こんとパートのおばさんになったんだよ。朝の9時から夕方4時までの」

先日しばらくぶりに荒井さんに会った時、挨拶代わりに突然の爆弾発言があり

まして。

「なんですか。荒井さんがパ「トのおばさんって。また何か楽しい市でも始め

たんですか？」好奇心旺盛な私は、話の続きが聞きたくてウズウズ。

「お話したい事がいっぱいあるのよ。後でゆっくりとね」

「荒井さんって根っからの先生だから、いままでも随分楽しく指導していただ

きましたけど、今日は何を教えてもらえるのか楽しみだな。」

そうです。彼女を知っている人、話を闘いたことのある人なら誰でもこ存知のことですけど、彼女は

ただでさえ高性能エンジン搭載のスポーツカーのような人なのに、それでも足りないかのようにターボ

エンジン搭載のスポーツカーのような人なのに、それでも足りか、かのようにターボエンジンをフル回転、

アクセル全開。そして次から次へと話を展開、そして展開した話に伴い休むことなく全力疾走の行動。

「私、ずうーと走って今日まできたような気がするのよ。保健婦として17年間県内の保健所を回って、

そのあと20年間県庁の保健業務に鵬わり、県の看護学校・医療大学、あといくつかの看護師の琵成校で

義郎両として若い人たちを指導してきて、気がついたら二度日の定年退職になって」

「あっ、だからパートのおばさんに変身したんですか？」

「だけど、事業所内のみえるものを見ないようにするのも大変なのよ」

「ダメですよ。後任の人が萎縮してしまいますからね。自分が育てたんだから、大丈夫たって自信を持

って日を閉じていればいいんですよ。」

「ステーション立ち上げた時なんて、何にもなくて明日はとうなるんだろうって、毎日が不安だった。

看護協会からお金を借りて始めたんだけど訪問看護なんて世間が誰も認知してなくて。勿論、お金も仕

事も無いのよ。毎日ただ夢中で走り回っていた。」

「ステーションが自分の分身みか、なものだから、多少センチになっているのかもしれませんけど、荒

井さん先駆者だから、荒井さんしか見られない風景があって楽しかったでしょう。－一歩踏み出すのにも

勇気とためらいを必要として、踏み出したあとには苦労と戸惑いがあって。」

「今になって思えばあの大変だったことさえ楽しく思える。」

「先駆者だけが味わえる特権ですよ。開推してもらった通を歩くのは楽かもしれないけど、撮初に歩い

たひとだけが味わえる満足感とか達成感を知ることもなくで、ただ単に菜として数字とニラメソコして

いるだけだもの」

「そうか、私の人生は開拓者スピリッツが旺盛だったんだ。」

「そうですよ。楽しかった荒井幸子の開拓者スピリッツに『乾杯上　しましょう。」

保田達東北ブロック第25回医療研究会　考えよう高齢社会の在宅生活 

日　　時　2005年7月31日（日）　　　　　　　　コーディネーター　大竹　進氏（青森県／医師） 
10時－15時　　　　　　　　　シンポジスト 

会　　場　山形国際ホテル（山形市）　　　　　・中箱のり子氏（山形県／保健的、介護支援専門員） 
参加費　無料　　　　　　　　　　　　　　　・徳田喜恵子氏（山形県／看護師、介護支援専門員） 
特別講演「要介護状態予防と介護保険　　　　　・佐藤　千鶴氏仙形県／社会福祉士、介護支援専門員） 

～栄怒、運動、知的活動の指針－」　　・井上　博之氏（宮城県／歯科融師） 

請　　師　曝学博士　柴田　博　氏　　　　　　　お問い合わせ・申し込み 
桜美林大学大学院　老年学教授　　　　県保険匪協会まで必ずお申し込みください。 

シンポジウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TELO23－642－2838／FaxO23－642－2839 

「どうなるといいの！陵澱と介護の連勝」　　＊山形県介護支援専門員協議会も後援しています。 

＼ニ 
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山形県介護支綬専門員協議会会誌　平成17年6月30日　第17号

i責：i禽’i識く

サポート委員会

委員会を4月17日（日）に筒催し活動方針、担

当を決めました。

仁全国の介護支援専門員協議会の活動報告は、

加藤、梅津、斎藤の順に行います。

2、試韻合格者の養成研修会での入金票内

村山地区担当　加藤、梅津

庄内地区担当　佐藤

3、会員名簿の発送準備担当　梅津

4、日本介護支援専門員協会（仮称）への対応

の担当　斎藤

財務委員会

総会にて協議の結果、会費の値上げが決定い
たしました。会員の皆さまのお手元にも、ご案

内が届いていることと存じます。当協議会の財

政は、危機的状況、一歩手前というところです。

昨年度より、何度も何度もシミュレーションを

重ね、現在の金額とさせていただきました。ど

うかご理解ご協力をお願いします。

また、前年度会費未納の方言納入状況不明の

方は事務局までメール、またはFAXでお問い

合わせください。

広報委員会

引き続き年4回の会誌発行を予定しています。

内容は、支部活動、委員会活動、研修会案内、

理事会報告、県庁便り、ケアマネ110番、対外

的活動など様々な情報をお伝えしています。読

んで得する紙面を心かけていきますと共に、皆

様からの声、感想、僑報をお待ちしています。

ケアマネの基礎的な相談、利用者個々への対

処法などの相談は続いています。電話、面会で

の窓口を毎週大曜日に開いてからは、業務での

勤務条件、人間関係の悩みも含めて多彩になっ

ているようです。解決方法のきっかけとして、

利用していただきたいと思います。

研修委員会

過日4月17日（日）の総会時に、平成17年度

第1回研修会を無事終えてほっとしているとこ

ろです。第2回研修会はこの秋に庄内で「ケア

マネジャー自らへのメンタルヘルスケアについ

て～こころに無理をさせてLlませんか～」と題

して木山良知氏にお願いする予定です。ご期待

ください。

調査研究委員会

山大叶谷教授の第二次『介護支援専門員業務

の実態に関する調査」報告がありました。調査

研究委員会としては、ケアマネの『自由意見」

から抽出した、ケアマネの悩み、因っている事

等に的を絞り、その整理・対策　提言を短めた

いと考えています。
一部抜粋して紹介すると「記録等事務室が多

すぎ、ゆっくり利用者と話す時間が無い。困難

事例を抱えると気が休まる時が無い。主治医

等医療側、行政、上司・管理者等の連携・協力が

無い。研修に参加する時間が無い。仕事の割に

給料が安い。」等々の厳しい状況の中で『やり

がいがある。」と答えた方々も多く見られました。

II



山形県介護支媛専門員協譲会会誌　平成17年6月30日　第17号

介護支援専門員に対するアンケート結果の公表について

ili形県、山形大学、当協議会の三者共同で実施された「介護支援専門員実務の実態」アンケートに

ついて、選択肢部分の分析結果が、近々公表される予定である。

今後協議会としては、膨大な丑の回答が寄せられた自由席己述部分について、分析を進めていく予定

である。

居宅介護支援の「介護サービス情報の公表」モデル事業実施

利用者による介護サービス事業所の選択に資することを目的に「介護サービス情報の公表」が新し

い仕組みとして来年度から実施される。この制度の構築に向けて、全国の都道府県で「介護サービス

楠報の公表モデル事業」が実施される。今年勘ま、昨年度のモデル事業対象にならなかったサービス

を対象にするため、「居宅介護支援」も該当する。モデル事業として調査を受ける事業所は全県で数箇

所が選ばれ、訪問調香は8月に行われる予定だ。その調査項目案によると、人権尊重などの倫理的な

ものやケアマネジメント実務の実施状況とともに、研修への参加、苦情対応、個人情報の適切な管理

など、事業所としての体制に関するものが多く含まれている。モデル事業の中で検証作業を経て、調

査項目の内容や数が最終的に決定されていく。

本格実施となる平成18年度からは、介護サービスを提供している全ての事業者に対して年1回実施・

公表（経過措置があると思われる）され、サービスの質や水準の確保のために、どのように組織・運

営がなされているかが、利用者に対して公開されていくことになる。

当協議会では、このモデル事業への協力依頼を受け、調査員候編者として理事を中心に6名を推薦

した。

外部委員の推薦について

当協議会では、さまざまな外部委員会への協力依頼を受けて、理事を中心に委員を推薦しています。

現時点では次のような外部委員会に参加し、各委員会への参加報告は、現車会および会誌のこのペー

ジで随時行っています。いずれも、私たち介護支援専門員の活動を発信し、意見を反映させ、協議会

の存在をアピールする上で重要なものと捉えています。

・「介護サービス情報の公表」モデル事業実施にあたり調査員稚蘭

山形県高齢者保健福祉推進委員会に委員推薦
・認知癌予防プロジェクト推進委員会に委員推薦

・「ICF合同研修会」実行委員会に参加

」2



山形県介護支援専門員協護会会誌　平成17年6月30日　第17号

ICF合同研修会のご案内

在宅重視と自立支援の理念を踏まえたリハビ）テーションの基本的考え方は、ICF（国際生活

機能分類）とかなりの部分で重なっており、両者とも高齢者に限らず、また医療保険と介護保険を

通じてのリハビリテーションに当てはまるものであります。

この度第一人者である国立長寿医療センター研究所生活機能勝浦研究部の大IIi弥生先生をお招き

してICF合同研修会を開催する事となりました。この研修会に多くの医療従事者及び介護保険関

係者、一般市民にも多く参加頂きたいと考えております。

日　時　平成17年8月20日（土）9時30分－16時

（8時45分～　受付）

会　場　　山形国際交流プラザ

内容及び講師　研修I

「介護保険改正の動向」～介護予防について－（仮称）

厚生労働省老優局総務課長補佐　中井孝之氏（予定）

研修Ⅱ

「よくする介護を目指して」～ICFの視点から～（仮称）

国立長寿医療センター研究所　大川弥生先生

参加費　　　　一般1，000円　学生　500円

問い合わせ　介護老人保健施設うらら　佐藤裕邦

TELO234－28－3131・FAXO234－28－3232

E－mailhirokuni＠tmail・plaia・OrJp

＊なお、参加申込みは取りませんので、当日直接会場においで下さい。

隔月刊『夕べタス』　　tabedas

麗　　　　有限会社　風入社1冊620円　年間購読料4，680円

高齢者の自立を促し寝たきりを予防する　摂食・排泄ケア総合情報誌

「夕べダス」は、「寝たきり・寝かせきり者」のいない高給社会の実現

のため、高齢者の自立と尊厳を支える医療・介護を摂食・排泄ケアの視

点から追及しようとする医療・介護職および患者・要介護者・家族、さ

らには産業・行政機関者などのための情報交流誌です。

ソフト食のレシピや、パッククッキングの説明、おいしい口腔ケアなど図や、写実、絵でわか）やす

くでています。直ぐに使える情報、現場で参考になる情報が満載です。みんなでまわし読みできる本です。

東京都文京区本郷2－40－13－806　　風入社

TEL O3－5800－5949

FAX O3－5800－3387
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山形県介護支緩専門貝協緩会会誌　平成17年6月30日　第17号

相談窓口（ケアマネ110番）から
このコーナーでは、山形県介護支援専門員協議会相談窓口に寄せられたご相談と回答などをお伝えします。

国富

ノロウイルスなどのことについて、報道されています。デイケアで迎えに行った時、下痢、

吐き気の風邪の症状の方は受診をすすめ、参加を休んでいたか、ております。

しかし、本人に症状はないのですが、家族に感染症かまたは、疑わしい方がいた場合、そ

の参加をどうしたら良いでしょう？

匝司（保健所に確認）

ご家族に感染症の方がいても、本人に症状がなければデイケアの利用は問題ありません。

匝司
暫定介護サービス計画の算定は、どのように考えるのでしょうか？

匝≡］

暫定介護サービス計画とは、申請日から認定日までの間の計画を指すものであり、アセス

メント、専門的意見の聴取、計画の交付、モニタリングと記録が守られていれば運営基準

減算の対象とはなりません。

仮に認定の結果として、「自立」とされた場合や、要介護度が想定よりも低かった為に支

給限度基準額を超えた場合は、被保険者は原則として、その分の費用を全額支払うことを、

十分説明しておくことは必要です。

相談窓口に寄せられる相談内容の幅が広がっています。

FAX、メール、ホームページで受け付けていた開設当初には、制度内容の理解やケアマネ

ジャーの実務に関する質問が多くありました。昨年11月に直接対話による相談方法も取り入

れましたが、最近は、これまで同様の質問・相談とともに、職場の人間関係や業務体制に関

わること、ケアマネジャーご本人の個人的心理的な悩みの相談が増えています。

このようなさまざまな相談に対して相談担当者が対応するとともに、相談窓口は県からの

委託事業ですので相談を受けた事柄の概要については県に報告しています。内容の報告に

当たっては、個人情報とプライバシーに配慮し、個人が特定できない形で行なっております。
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山形県介護支援専門員協議会会誌　平成17年6月30日　第17号

㊤㊥㊤㊤e
平成16年度　介護保険の県内概況
1．県内の要介護認定者数等

平成16年度の県内の要介護認定者数とサービス

受給者は、次のとおりです。（※　哲定価）

表1要介護（雲支媛）認定音数（H17．3月末現在）

区　分 ��第1号 �第　2　号 �要介護 被保険者 �被保険者 �認定音数 

要支援 ��5．619 �87 �5．706 

要介 �蟹l �14．898 �450 �15．3親 

要介護2 ��6．930 �257 �7．187 

要介護3 ��6．095 �196 �6．291 

要介 �4 �5．846 �178 �6．024 

要介 �5 �6．162 �226 �6．3鎚 

計 ��45．550 �1．394 �46．944 

表2　居宅介護サービス・施設介護サービス受給者数

区　分 �居宅介護（支媛） �施設介護サー 
サービス受給者数 �ビス受給者数 

要支援 �3，781 �　　一一一一一一 ＿一一一－ 

要介護1 �11．049 �一一一一一－ 

要介護2 �5．036 �　　　一一一一－ －－－一－－ 

要介護3 �3．736 �一一一一一一 

要介護4 �2．779 �一一一一一一 

要介護5 �2、295 �一一一一一一一 

計 �28．676 �9．510 

（H17　2月f用1分）

2．苦情相談の状況（平成16年度）

平成16年度中に、県内各面町村に寄せられたサー

ニス利I印こ係る許・l蹄剛敦状況は、以lこのとおりです。

（県国保連合会調べI

≪主な苦情相談内容≫

「サービスの質」
・時間通りにサービスが行なわれない　など

「従事者の態度」
・職員の態度が悪い

「説明日高報の不足」
・サービスにかかる説明、楯報捷侯の不足　なと

表3　市町約・国保連合会における苦情相談状況

苦情相談の内容 �H16 �H15 �増減 

1　サービスの質 �3 �10 �－7 

2　従事者の態度 �4 �13 �－9 

3　管理者等の対応 �3 �1 �2 

4　説明・帽報の不足 �12 �13 �ーl 

5　具体的な拙著・被害 �8 �4 �4 

6　利用者負担 �0 �3 �－3 

7　契約・手続き関係 �0 �6 �－6 

8　その他 �4 �11 �－7 

．許 �34 �61 �－27 

【問い合わせ先】
〒990－8570山形市松波2－8－1

山形県健康福祉部長寿社会課介護保険推進室
介護指導担当　023－630－3123・2810

介護支援専門員実務研修受講試験のお知らせ

日　　　時　平成17年10月23日（田）10：00－12：00

平成17年度の試験関係日程等が
決まりました。

場　　所　日本大学山形高等学校又は県立某鮮度療大学（2会場から後日指定します。）

申込掘削寸　平成17年7月15日（金）から、県介護保険推進室・客総合支庁で配付します。

郵送を希望するときは240円切手を貼った角型2号の返信用封筒（申込書1部に付

き1通）を同封の上、封筒の表に「受験申込亜請求」と朱書きし県介護保険推進室

あて請求してください。

申込曹受付　平成17年7月25日（月）－8月10日（水）消印有効

申込書付属の封筒を使用し、県介護保険推進室あて持参又は郵送してください。

詳しくは、県ホームページ「ゆとり都」（hlIpJ／www．preryamagataJp／）を御覧ください）。

（トップページ→組織別一〇健康福祉部→長寿社会課）
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山形県介護支媛専門員協譲会会誌　平成17年6月30日　第17号

日本ケアマネジメント学会
認定ケアマネージャーの手続きについて

認定ケアマネジャー（学会認定蜜格）認

定申請に必要な書類に、「都道府県介護支
援専門員協議会会員であることの証明＃」

があります。必要な万は、学会で定めた

「会員証明書様式」を事務局にご持参いた

だくか、または切手を貼った返信用封筒を

入れてこ郵送下さい。ただし、ご持参いた

だく際は、事務局が不在でご迷惑をかける

ことを避けるため、予め事務局にご連絡下

さい。また、ご郵送のi籍は1週間ほど時間

をいただきます。時間に余裕を持ってご蜂

傭下さい。

先日、山形県高齢社会総合対策推進本部制作の

小冊子を手にしました。高齢化率は現在全国で4

番目（25．0％）に高い現状で、それが10年後

には10番目（28．5％）になると予測されてい

ます。その時に県内で1番は西III町で38．3％に

もなるんですよ。

また、山形県が全国1位となるデータも掲載さ

れていました。それは「高齢者のいる世帯」と

「第三世代同居率」でした。いずれも平成12年の

データでしたが、「やっぱり！」と思われた方は多

いでしょう。時の流れによって、地域での絆は

徐々に希薄化しています。しかし、県内の－一部に

はまだ、「五人組」・「隣組」等その名称や内容こ

そ変化しながらも、相互協力の仕組みはしっかり

残っているんですよね。これらが　一概に良い事ば

かりとは限りませんが、同形県民は総じて絆が太

いからなんだなと思います。そして私はそんなと

ころが好きなんだなと口々実感しています。

県民そのlより

附∃　＝　〇　日
間00　　　餐9

協議会には、設立準備会から含めると介護保険

とともに歩んできた5年間という時間がある。何

の形も持たずに初めの　一歩を踏み出した5年前。

でも「人の力」でここまで来た。これからも人＝

会員の力でより良い方向に進んでいきたい。（K）

新聞報道では来年度の介護報酬の改定でケアマ

ネジャーの報酬単価を引き上げる方針を固めたと

か。報酬引き上げが厚生労働省の思惑どおりケア

マネの独立性を薦めることに繋がるのか、良くも　＼、－

悪くもケアマネ次第でしょうが？（ハト）

2004年度に介護保険財政が赤字に陥った広域連

合を含めた市町村は、290団体となり総額150億

9000万円だそうだ。06年度はいくらになっている

のだろう。介護保険料もあがってしまう。介護予

i捌こ期待したいのだが・　　・（ココ）

地域包括支援センターの役割が大きくなってき

ているようです。その中で、介護支援専門員の存

在が大きいようです。会蕪の値上げもありました

が、会員一一・回がんばりましょう。（M）

山形県介…荏支据専門畳†需議会一会三士 

講書漢書≡ 

TELO23－615－6565　FAX023－615－6521 

E－ma‖：yacm＠iapis．pla16．0「．jp 

印刷・製本，／株式会社　誠文堂印刷 
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